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私
は
、
ળ
ん
だ
ら
「
あ
の

よ
」に
行
く
と
思
っ
て
い
る
。

「
ま
っ
た
く
の
ॱ
想
だ
」

と
、ོ

判
を
ଦ
け
て
い
る
が
、

お
႒
に
は
先
ೋ
が
ࡁ
っ
て
い

ら
っ
し
⅝
る
で
は
な
い
か
。

႒
の
໛
り
に
「
ᇍ
れ
て
行

き
ま
す
」。
ହ
え
る
と
「
ᇍ

れ
て
ᅗ
ま
し
た
」
と
墓
に
声

を
か
け
る
人
。

「
う
ら
∳
ん
え
、
空
席
の

な
い
、
ᄫ
ご
は
ん
」
と
先
ೋ

の
ࡁ
り
を
よ
ろ
こ
ぶ
少
ஆ
。

「
ᄈ
国
で
会
お
う
」
と
、

ᄄ
ഐ
を
ফ
わ
し
た
人
。

આ
އ
に
ઉ
ਓ
と
し
て
、

ࡁ
っ
た
人
。

ݕ
೹
ঞ
、
ହ
ไ
の
ყ
൭
に

඙
か
れ
た
人
。

お
寺
に
ఓ
を
඙
く
私
は
、

生
き
て
い
る
人
の
苦
悩
は
よ

く
聞
く
。
し
か
し
、
ળ
ん
だ

人
の
苦
悩
は
聞
い
た
こ
と
が

な
い
。
み
ん
な
「
あ
の
よ
」

で
、
空
空
寂
寂
と
し
て
い
る

と
思
っ
て
い
る
。

あ
る
宗
教
ඇ
ള
が
、
先
ೋ

の
܌
み
を
解
く
こ
と
が
࢞
ᅋ

だ
と
、
໛
௹
者
の
不
安
を
⋓

り
多
޾
の
फ़
ࣟ
を
さ
せ
た
。

そ
れ
以
৶
、
ၧ
き
人
、
先

ೋ
に
࠙
し
て
の
問
い
合
わ
せ

が
多
い
。

「
墓
は
必
要
か
」「
ઉ
ਓ
は
」

「
通
ჼ
は
、
೹
ࡖ
は
」「
法
事

を
し
な
か
っ
た
が
、
無
事
で

い
る
」
等
々
様
々
。
私
は
あ

る
方
に
「
と
り
あ
え
ず
、
ݕ

೹
だ
け
は
し
て
く
だ
さ
い
」

と
、
お
๹
え
し
て
ひ
ど
く
怒

ら
れ
た
。

ဳ
૬
き

૽
⅛
૤
⅕
ࣛ
ⅵ
ୱ
は

つ
Ⅿ
ⅵ
に
つ
れ
⅓

ൽ
ⅻ
དྷ
ⅵ
ⅵ

႞
Ⴉ
の
႞
ఎ
、
高
ࢳ
ฤ
ଽ

の
句
が
়
き
だ
。

「
あ
の
よ
」
は
あ
る
。

そ
こ
に
行
け
ば
、
会
い
た

い
人
も
、
会
い
た
く
な
い
人

も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

不
ბ
な
こ
と
に
心
が
膨
ら

む
時
は
्
全
だ
。
し
か
し
、

ఓ
எ
手
な
想
像
に
確
௹
を

持
っ
た
時
、
私
の
心
は
৶
り

積
も
る
ಌ
の
ໜ
く
、
欲
ఇ
さ

で
ܤ
く
道
を
見
失
う
。ౢ

夏
、

ฤ
ଽ
先
生
に
教
わ
っ
た
。

あ
の
よ

大
谷

義
文
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大
悲
に
生
き
る
人
と
あ
う

　
　

願
い
に
生
き
る
人
と
な
る
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〒862-0910 熊本市東区健軍本町6-10　電話 096-369-1138

生　春翠・勝弘指導者

漢字／臨書／かな／ペン／
くらしの書（実用書道）

成人部

幼児・小中学生
各学年（毛筆・硬筆）

生徒部

（家族・親族の安心プラン）
ファミリープラン

１日葬プランもあります。19.8万円（税込み）より

33万円より税込み

info@kiyamasougi.jp

阿弥陀寺だより

熊
日
文
芸
欄

　
　
　

令
和
五
年
八
月
七
日

　
　

正
木
ゆ
う
子
選

一
席

今
年
六
月
で
結
婚
四
十
年

を
迎
え
ま
し
た
。
思
え
ば
人

生
の
六
割
を
二
人
で
過
ご
し

た
わ
け
で
す
。

ま
さ
に
、
結
婚
と
は
ス
リ

ル
、
ス
ピ
ー
ド
、
サ
ス
ペ
ン

ス
と
、
笑
え
る
日
々
の
積
み

重
ね
。

一
年
の
半
分
の
六
月
三
十

日
の
夏
祓（
茅
の
輪
く
ぐ
り
）

を
季
節
の
一
区
切
り
と
し
て

丁
寧
に
生
き
て
ゆ
く
。
俳
句

は
い
つ
も
心
の
杖
の
よ
う
な

も
の
で
す
。

唐か
ら

草く
さ

サさ

行ぎ
ょ
う（

大
木

歌
子
）
楓

か
え
で

組

法
話
会

７
月
２
日
（
日
曜
日
）

u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u

m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m

m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m

m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m

映
画
「
シ
ェ
ル
ブ
ー
ル
の

雨
傘
」。

１
９
６
４
年
の
フ
ラ
ン
ス

映
画
。主
演
は
カ
ト
リ
ー
ヌ
・

ド
ヌ
ー
ブ
。
全
編
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
仕
立
て
で
、
当
時
の
映

画
と
し
て
は
画
期
的
で
し
た
。

音
楽
は
、
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
ル

グ
ラ
ン
で
そ
の
独
創
性
は
評

判
と
な
り
、
ジ
ャ
ズ
風
の
主

題
曲
「
シ
ェ
ル
ブ
ー
ル
の
雨

傘
」
は
世
界
中
で
大
ヒ
ッ
ト

し
ま
し
た
。

当
時
21
歳
の
ド
ヌ
ー
ヴ
の

出
世
作
で
も
あ
り
、
映
像
と

音
楽
が
超
美
し
い
作
品
で
す
。

若
か
り
し
ド
ヌ
ー
ブ
は
何
度

見
て
も
た
め
息
が
出
る
ほ
ど

の
気
品
と
美
し
さ
で
す
。

ル
グ
ラ
ン
は
、
１
９
５
８

年
26
歳
で
、
ジ
ャ
ズ
界
の
帝

王
マ
イ
ル
ス
デ
イ
ビ
ス
や

ジ
ョ
ン
コ
ル
ト
レ
ー
ン
を
従

え
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
新

婚
旅
行
が
て
ら
「
ル
グ
ラ
ン

ジ
ャ
ズ
」
を
録
音
し
、
現
在

で
も
ジ
ャ
ズ
史
に
残
る
名
演

奏
と
な
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

総
代
の
森
雄
二
で
す
。
社

会
保
険
労
務
士
を
し
て
い

ま
す
。
ジ
ャ
ズ
に
熱
狂
し

た
、
青
春
時
代
を
回
想
し
、

ひ
と
言
つ
ぶ
や
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
付

き
合
い
お
願
い
し
ま
す
。

総代のつぶやき ４６

♬o
オフ

ff・b
ビート

eat
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｢

〇
〇
ま
で
、
で
き
る
だ

け
急
ぎ
で
お
願
い
し
ま
す｣

タ
ク
シ
ー
に
乗
る
と
、
開

口
一
番
、
こ
の
よ
う
な
失
礼

を
言
っ
て
し
ま
う
。

時
間
に
余
裕
を
持
て
な
い

自
分
が
悪
い
。
と
、
こ
う
し

て
字
面
で
は
反
省
を
表
せ
る

が
、
内
心
は
そ
う
で
も
な
い
。

｢

客
の
要
望
に
応
え
る
の
が

運
転
手
の
仕
事
だ
か
ら
当
た

り
前
だ｣

と
思
っ
て
し
ま

う
。
さ
ら
に
、
道
を
間
違
え

ら
れ
た
り
し
た
時
は
い
っ
そ

う
不
快
に
な
る
。

一
方
で
、
運
転
手
か
ら
、

近
道
を
教
え
ら
れ
た
り
、
旨

い
飯
屋
を
紹
介
し
て
く
れ
た

り
と
気
さ
く
に
会
話
し
て
く

れ
る
時
も
あ
る
。
そ
ん
な
時

は
、
自
然
と
気
が
晴
れ
る
。

良
く
も
悪
く
も
、
タ
ク

シ
ー
の
出
会
い
は
一
喜
一
憂
。

先
日
あ
る
国
で
、
AI(

人

口
知
能)

に
よ
る
無
人
タ
ク

シ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
っ

た
。
慎
重
で
正
確
な
走
行
か

ら
、
高
い
安
全
性
が
あ
る
反

面
、
歩
行
者
や
他
車
の
運
転

手
と
の
意
思
疎
通
が
で
き
な

い
な
ど
、
課
題
も
多
い
。

AI
の
必
要
性
に
つ
い
て
何

か
と
議
論
さ
れ
る
今
日
。
乗

車
す
る
タ
ク
シ
ー
に
運
転
手

が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

ら
と
考
え
る
。
少
し
だ
け
寂

し
く
な
っ
た
。「
運
転
手
さ

ん
、
暑
い
中
お
疲
れ
様
で

す
！
」
と
声
を
か
け
た
い
。

釋
し
ゃ
く

芳ほ
う

隆
り
ゅ
う

（
大お

お

谷た
に

隆
り
ゅ
う

）

第６回

『
大お

お

江え

戸ど

日に
っ

記き

！
』

先
日
、「
ケ
ー
キ
の
切
れ

な
い
非
行
少
年
た
ち
」
と
い

う
番
組
を
観
ま
し
た
。

ケ
ー
キ
の
切
れ
な
い
と
は
、

等
分
が
う
ま
く
で
き
な
い
こ

と
を
あ
ら
わ
し
ま
す
。
ケ
ー

キ
が
均
等
に
分
け
ら
れ
な
く

て
も
問
題
は
な
い
よ
う
に
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
重
要
な

の
は
そ
こ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

彼
ら
は
誰
で
も
簡
単
に
で
き

る
こ
と
が
で
き
な
い
苦
し
み

を
生
き
て
い
る
の
で
す
。
そ

う
し
た
子
ど
も
は
、
IQ
が
平

均
以
下
の
「
境
界
知
能
」
と

分
類
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

以
前
、「
KY
（
空
気
が
読

め
な
い
）」
と
い
う
言
葉

が
流
行
し
ま
し
た
。
彼
ら

は
、
他
者
の
気
持
ち
も
想
像

し
に
く
い
の
で
す
。
誰
か
が

喜
ぶ
と
思
っ
て
と
っ
た
行
動

が
、
知
ら
ぬ
間
に
非
行
と
な

り
、
万
引
き
や
殺
人
な
ど
の

犯
罪
へ
と
繋
が
る
ケ
ー
ス
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

彼
ら
が
非
行
少
年
に
な
っ
た

原
因
は
、
周
囲
の
人
か
ら
評

価
さ
れ
た
い
と
い
う
欲
求
な

の
で
す
。
し
か
し
、
何
を
し

て
も
許
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
彼
ら
が

罪
を
犯
す
前
に
、
適
切
な
支

援
が
必
要
な
の
で
す
。

番
組
の
結
論
は
、
境
界
知

能
と
い
う
ハ
ン
デ
を
持
つ
子

ど
も
が
、
こ
の
社
会
で
共
に

生
き
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ

と
を
掲
げ
て
い
ま
し
た
。

釋
し
ゃ
く

智ち

明
み
ょ
う

（
川か

わ

村む
ら

智と
も

明あ
き

）第22回

『
肥ひ

後ご

山さ
ん

中
ち
ゅ
う

膝ひ
ざ

栗く
り

毛げ

』

最
近
、
会
話
が
で
き
る

AI(

人
口
知
能)

が
話
題
で

す
。
膨
大
な
デ
ー
タ
か
ら
相

手
に
合
わ
せ
た
言
葉
を
話
し
、

さ
ら
に
人
間
の
会
話
に
近
づ

く
た
め
に
進
化
し
て
い
る
そ

う
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
あ
る
落
語
家

は
「
今
の
AI
は
逆
説
的
な
褒

め
言
葉
が
分
か
ら
な
い
。
お

れ
は
師
匠
に
『
こ
い
つ
は
バ

カ
だ
け
ど
、
他
よ
り
ま
し
な

バ
カ
だ
』
と
言
わ
れ
て
嬉
し

か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。
人
の
言
葉
に
は
、
表
に

は
現
れ
な
い
本
心
が
あ
る
と

い
う
の
で
す
。

私
も
日
々
、
会
話
の
難
し

さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
相

手
が
本
当
に
伝
え
た
い
こ
と

に
気
づ
け
な
か
っ
た
り
、
ま

た
自
分
の
思
い
が
伝
わ
ら
ず

怒
っ
た
り
落
ち
込
ん
だ
り
。

い
っ
そ
の
こ
と
、
本
心
を
理

解
で
き
な
い
AI
と
会
話
し
て

い
る
ほ
う
が
楽
か
も
し
れ
な

い
、
と
思
う
ほ
ど
で
す
。

し
か
し
先
日
、
あ
る
方
か

ら
「
思
い
通
り
に
理
解
し
合

え
た
ら
つ
ま
ら
な
い
。
本
心

の
探
り
合
い
が
面
白
い
」
と

言
わ
れ
、
な
る
ほ
ど
と
思
い

ま
し
た
。
相
手
の
心
を
探
り

つ
つ
、
そ
れ
で
も
す
れ
違
っ

て
し
ま
う
会
話
を
楽
し
む
心

持
ち
も
ま
た
大
事
か
と
思
い

ま
し
た
。

釋
し
ゃ
く

博は
く

真し
ん

（
栃と

ち

原は
ら

真ま
さ

人と

）
第43回

『
御ご

修し
ゅ

行
ぎ
ょ
う

奮ふ
ん

闘と
う

記き

』
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離は

な

さ
ず
に

            

離は

な

れ
ず
に
生い

き

夏な

つ

祓
ば
ら
え

奮闘努力の栃原 奮闘努力の大谷

奮闘努力の川村

猛
暑
の
中
「
法
話
会
」
を
開
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

大
谷
は
、「
宗
教
消
滅
・
お
寺
っ
て
い

る
の
か
な
」
と
い
う
講
題
。

栃
原
は
、「
煩
悩
」
が
テ
ー
マ
。
熊
本

の
工
業
排
水
の
ニ
ュ
ー
ス
を
取
り
上
げ
、

自
己
中
心
な
私
は
、
仏
さ
ま
の
光
に
気
づ

け
な
い
と
、
親
鸞
聖
人
の
ご
和
讃
か
ら
教

え
ら
れ
て
い
る
と
話
し
た
。

川
村
、「
願
い
」
が
テ
ー
マ
。
玄
奘
三

蔵
の
旅
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
、
お
墓
に
託

さ
れ
た
願
い
。
そ
し
て
、
現
在
ま
で
つ
な

が
っ
て
い
る
私
た
ち
の
い
の
ち
を
話
し
た
。

ご
聴
聞
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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日  

時
・
9
月
23
日
（
土
）
午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

法  
話
・
は
が

み
ち
こ

布
教
使
（
京
都
・
大
学
講
師
）

　
　
　
　
有あ

り

馬ま

麻ま

衣い

子こ

布
教
使
（
長
崎
・

正
覚
寺
）

演
奏
会

ポ
ヤ
ポ
ヤ

　
　
　
　
※
懇
親
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J

寺
子
屋
「
語
り
の
秋
」

日  

時
・
11
月
３
日
（
金
）
午
後
２
時
～
4
時
30
分

講  

師
・
安や

す

田だ

登の
ぼ
る　

　  

師

(
能
楽
師
）

　
　
　  

玉た
ま

川が
わ

奈な

な々

福ふ
く  

師

(
浪
曲
師
）

　
　
　
　
笑

し
ょ
う

福ふ
く

亭て
い

笑
し
ょ
う

利り

師

（
落
語
家
）

演
奏
会

ポ
ヤ
ポ
ヤ
　
　
　
　
※
懇
親
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J

　
　
　

猫⅚
こ

伏Ⅹ
ℽ

石い
し

の
声

ჸ
๋
ૡ
஼
ཧ
༟
中

ჸ
๋
ૡ
஼
を
作
౗
し
ま
し

た
。
٭
ᄀ
ര
寺
≋
リ
ジ
≪
ル

で
す
。
௲
は
、
ൻ
い
౭
प
で

す
。
ඎ
ஆ
ॎ
ᅀ
。

寺
ۈ
へ
અ
།
、
ご
法
事
等

に
ご
અ
ᇀ
の
੒
に
、
ତ
に
お

߀
け
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

和
ᄽ
࿵
、
ߨ
婚
೹
ੌ
、
他

宗
の
ट
ළ
時
と
い
か
な
る
時

も
ご
ඨ
ᅀ
で
き
ま
す
。

三
ಒ
܆
で
す
。（
࿸
ి
݉
）

秋
彼
岸
会

Ւ࿥క঳୺௺κΟσ

UPNP!LBXBNVSB

法
話
会

寺
子
屋
「
歳
暮
の
会
」

日  

時
・
12
月
23
日
（
土
）

　
　
　  

午
後
２
時
～
4
時
30
分
終
了

講  

師
・
安や

す

田だ

登の
ぼ
る

師

 (

能
楽
師
）

　
　
　  

香こ
う

西ざ
い

克か
つ

章あ
き

師   (

指
揮
者
）

演
奏
会

ポ
ヤ
ポ
ヤ

　
　
　
　
※
懇
親
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　

日  

時
・
10
月
15
日
（
日
）

　
　
　
・
午
後
２
時
～
3
時
30
分

法  

話
・

大
谷
・
栃
原
・
川
村

　
　
　
　
　
　
　
　
※
反
省
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J

も
ち
つ
き

日  

時
・
12
月
30
日
（
土
）

　
　
　
・
午
前
9
時
～
お
わ
る
ま
で

     

※
ど
な
た
で
も
ご
自
由
に
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
　

J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
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J
J
J
J
J
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J
J
J
J
J
J
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J
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